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目標 20 件

B

A

C

コロナ
影響有

B

B

改定情報

―

―

事業コード・事業名 3-6-(4) ① 介護給付の適正化推進

施策情報

基本目標 3
高齢者が安心して暮らせるよう、居住環境の整備と介護サービスの充実、医療と介護の連携強
化を図ります

基本分野 6

(4) 介護サービスの適正化と質の向上

― ― ― ―

重点施策 ― 総振実施計画事業

介護サービスの充実を図ります

施策

他施策への貢献（再掲先）

事業課
介護保険課 ― ― ―

―

― 局運営方針主要事業 －

事業内容
・第5 期埼玉県介護給付適正化計画（令和3（2021）～令和5（2023）年度）に基づき「要介護認定の適正化」、「ケアプランの点
検」、「住宅改修等の点検」、「縦覧点検・医療情報との突合」、「介護給付費通知」の５つの主要事業を実施します。
・埼玉県国民健康保険団体連合会から提供を受ける給付実績データを活用した適正化を行います。

令和４年度
の事業の達

成度

令和４年度の
取組実績

（未実施・未達成の目
標指標がある場合は

その要因分析）

【実績】
③を除き、目標数を達成しました。
【未実施・未達成の目標指標】
③住宅改修等の点検は、利用者宅への訪問調査を行い、確認する必要があり、新型コロナウイルス
感染症の影響により、訪問を拒否されるケースが増えたため、目標件数を下回りました。

B

令和５年度 令和６年度 令和７年度

① 認定調査結果の点検率

目標 100% 100%

活動指標 達成度 分類 令和元年度(参考） 令和３年度 令和４年度（評価年度）

100% ― ―

実績 100% 100% 100%

② ケアプランの点検数

目標 45 件 45 件 45 件 ― ―

実績 47 件 94件 94 件

改定情報

③ 住宅改修等の点検数

―

実績 17 件 6件 13 件

20 件 ―20 件

　事業基本情報

　Ⓟlan（計画）

　Ⓓo（結果）

④
医療情報との突合・縦覧点
検

目標 毎月確認 毎月確認 毎月確認 ― ―

実績 毎月確認 毎月確認 毎月確認

改定情報

⑤ 介護給付費通知

目標 年２回送付 年２回送付 年２回送付 ―

実績 年２回送付 年２回送付 年２回送付

改定情報

⑥ 給付実績データ活用

目標 毎月確認 毎月確認 毎月確認 ―B

実績 毎月確認 毎月確認 毎月確認

改定情報



評価 Ⅰ Ⅰ Ⅱ

事業の項目別点検

点検項目
①組織連携・PPP・協働

（事業を進めるうえで、他課、他団
体、市民等と連携しているか）

②効率性
（事業の費用対効果を高めるため

の取組を行っているか）

③広報・周知活動等の結果
（事業を知ってもらうための広報、
営業活動等により対象者にアプ

ローチできているか）

改善内容と
事業の方向性

改善の観点 改善内容

①組織連携・PPP・協働
②効率性
③広報・周知活動等の結果

③住宅改修等の点検について、新型コロナウイルス感染症の影響により十分に実施で
きない期間が長かったことから、担当者ごとで知識の偏りがあります。勉強会の開催等
により知識の平準化を図る必要性があります。

②

施策の進捗に向けた今後の方向性

給付適正化事業は、第９期事業計画に向けて国において見直しが検討されており、ケアプラン点検及び住宅改修等の
点検が統合される見込みです。国の示す事務処理手順を確認し、適切に対応してまいります。

　Ⓐｃtion(改善）

評価理由
各区高齢介護課担当者と連携して実施しました。新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、可能な限りオンライ
ンや郵送・電話等による点検を実施しました。市ホームページ等での周知は行っていません。

施策に対する
事業の貢献度

事業の取組内容がど
のように施策（成果指
標）に寄与しているか

評価区分
評価理由

評価

Ⅰ　貢献している
Ⅱ　一定程度貢献している

介護給付を必要とする利用者が真に必要とする過不足のないサービスを、事業所が適
切に提供するように促すことで、適切なサービスの確保とその結果としての費用の効率
化を通じて介護保険制度への信頼を高め、持続可能な介護保険制度の構築につなが
ります。

Ⅰ

評価区分
Ⅰ　連携している
Ⅱ　連携が不足している

Ⅰ　工夫している
Ⅱ　工夫が不足している

Ⅰ　アプローチできている
Ⅱ　アプローチが不足してい
る

　Ⓒheck（評価）


